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はじめに

文部科学省は，平成18年５月に公表した第３期中央教
育審議会大学分科会大学教育部会（第４回）において，

「キャリア教育や就職指導の質の確保・向上と支援のため
の方策」の一つとして，学生の人間性や人間関係につい
ての教育が必要になっていることを挙げている。また，
同会の議事録の中で，就職後に企業がマナー等も含めた
教養教育に投資しなければならない状況にあり，大学教
育において学生がこれらを身につけるためのカリキュラ
ムを検討する必要があるとした。

本学短期大学部（以下，本学部）の学生においても，
学園生活における生活習慣やインターンシップ（企業実
習），校外実習（病院実習，保育園実習など）での「挨拶
等の基本的マナーや『時と場所，場合に応じた方法・態
度・服装等の使い分け』などの社会的行動力（以下，学
園マナー）」の欠如が課題となっており，何らかの対策を
講じることが急務となった。

本研究では，このような現状から本学部にマナー委員
会が発足した経緯とその取り組み，アンケート調査に基
づく学生の学園マナーの実態について分析し，今後の本
学部のマナー教育の方向性について検討することを目的
とした。

１．マナー委員会発足と取り組みについて

1.1　マナー委員会の発足と目的
本学部のマナー委員会は，平成22年７月に発足した。

構成員は本学部長が委員長を務め，本学部長が任命した
教員を副委員長とし，本学部３学科の各マナー委員６名
からなるインフォーマルな組織である。平成25年度から
は各学科より２名ずつの委員を選出し，うち１名が学生
委員を兼務することで両委員会での取り組みについて情
報共有を行っている。本委員会の目的は，現代社会に適

合するマナー指導のスタンダードを設け，全学的に統一
したマナー指導を実施することで「しつけの中村」の伝
統を継承し，その復権を目指すことである。

1.2�　マナー委員会発足時の学園マナー改善のためのアセ
スメント
マナー委員会は発足時に今後のマナー指導の在り方に

ついて検討するために，様々な角度から学園マナー改善
のためのアセスメントを行った。

①� 本学部３学科の教育の特徴と就職状況
表－１に本学部３学科の教育の特徴と就職状況を示し

た。表－１は，平成22年度の大学案内およびＮガイド等
の資料を用いて，教育課程，校外実習，就職状況のマナー
に関する共通点ならびに改善点についてまとめた。教育
に関しては，教育課程における初年次教育やキャリア形
成のための講座開設に共通部分がみられた。また，初年
次教育では学科別の教育方法，高等学校との違い，レポー
トの書き方，ノートテイキング，図書館の利用法，資格
取得，就職活動の指導など大学生活を円滑にするための
支援がなされていた。各学科ともに初年次教育の段階か
ら「身だしなみ」と「マナー」について取り上げており，
授業開始時および終了時には挨拶を実施していた。キャ
リア開発学科では冊子『学園マナー』を作成し，毎週１
回スーツで登校するビジネスディを設け指導していた。
さらに，インターンシップの事前研修では履歴書の書き
方，服装，電話応対，名刺交換など，ビジネスマナーが
指導されていた。幼児保育学科，食物栄養学科では校外
実習が行われており，施設への連絡の仕方，言葉遣い，
立ち居振る舞い，服装，お礼状の書き方など，両学科と
もに卒業後の即戦力を意識したマナー指導が行われてい
た。

就職状況は，各学科ともに90％以上の就職率であった。

本学短期大学部学生マナーの実態と指導の実際について

手　嶋　康　則１）　　　森　脇　千　夏２）　　　藤　島　淑　恵３）　　　松　隈　美　紀４）

Manners and Training for Junior College Students

Yasunori�Teshima１）　　　Chinatsu�Moriwaki２）　　　Toshie�Fujishima３）　　　Miki�Matsuguma４）

（2016年11月25日受理）

別刷請求先：手島康則，中村学園大学短期大学部キャリア開発学科，〒814-0198，福岡市城南区別府5-7-1
　　　　　　E-mail：yasunori@nakamura-u.ac.jp
１）中村学園大学短期大学部キャリア開発学科准教授　　　２）中村学園大学短期大学部食物栄養学科准教授
３）中村学園大学短期大学部キャリア開発学科講師　　　　４）中村学園大学短期大学部食物栄養学科教授

� 275



2 手　嶋　康　則・森　脇　千　夏・藤　島　淑　恵・松　隈　美　紀

平成22年６月に公表された経済産業省「大学生の『社会
人観』の把握と『社会人基礎力』の認知度向上実証に関
する調査」によると，企業が新卒学生に求めているもの
は「主体性」「粘り強さ」「コミュニケーション力」「明る
さ・素直さ」といった対人関係の基礎となる能力に不足
を感じているのに対し，学生は技術・スキルなどの能力
が自らに不足していると考えていることが報告されてい
る。本学部の学生においても，インターンシップや校外
実習に参加する学生は，資格や技術・スキル系の能力が
充分ではないと不安視する傾向が強いのに対し，社会常
識やマナーについては既に習得済みであると認識してい
る学生が多いが，実習先から学生のマナー等について指
摘されることもあった。このように実習先あるいは採用
側と学生との社会人観のイメージには大きなズレがみら
れることから，各学科とも就職支援や校外実習指導にお
いて社会人としての基礎力養成のためにマナー指導に力
を入れていることが窺えた。

以上のことから，本学部３学科の教育課程や就職支援
には共通した課題が多いことが明らかとなった。

②�� 平成22年度の学生生活実態調査からみた学生のマ
ナーの実態
本学学生部（現在の生活支援課）が実施した「平成22

年度学生生活実態調査」において，学生自身は学生のマ
ナーについて13.2％が「良い」，78.7％が「普通」，8.1％
が「悪い」と回答した。本学部３学科に共通してマナー
が「悪い」と回答された項目は，「授業中の私語」「エレ
ベーター利用マナー」「授業中の携帯電話」「授業への遅
刻，廊下・歩道でのマナー」「食育館の利用マナー」「駐
輪場マナー」であった。

③� アセスメントに基づいたマナー指導の重点課題の検討
図－１に本学部３学科の教育の特徴と就職状況，平成

22年度の学生生活実態調査から得られたコミュニティ
ニーズとマナー指導における重点課題について示した。

マナー委員会では、学生のマナーについての教職員の
意見を把握するために学科会議にて意見を求めたところ，
学内における学生のマナーの課題について教職員は，日
頃，学内で「挨拶をしない」「露出の多い服が目立つ」「食
事の作法が悪い」などを主観的な課題として挙げた。ま

ャ

表－１　平成22年度資料による本学部３学科の教育の特徴と就職状況
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た教員・学生ともに，本学部の学生は就職や校外実習で
のマナーについて不安があるものの，授業については真
面目に取り組んでいると評価していた。一方，学生生活
実態調査による客観的な証拠からみた学生自身のマナー
評価は，前述のとおりであった。これらの結果に基づい
てコミュニティを構成する教職員と学生の認識の重なり
とズレについてアセスメントを行った。図－１のＡとＢ
より「主観的には授業態度は良いと思っているが，客観
的なデータによると授業態度が悪い」ということが浮き
彫りとなった。このことから，コミュニティのニーズと
して，授業中の受講態度等のマナー改善が優先的・重点
的課題として挙げられた。

1.3　アセスメント結果に基づいたマナー指導の取り組み
マナー委員会は，表－２に示す通りマナー指導に関す

るアセスメント結果に基づき，マナー委員会の役割と取
り組みについての方向性を検討した。さらに本学部３学
科共通の検討課題として「マナー教育の重要性の再確認」

「マナー教育の在り方，進め方の検討」「マナー教育の基
準策定」「教育の徹底を図るための方策検討」の４事項を
取り上げた。

表－３に平成22年度から平成27年度までのマナー委員
会の取り組みについて示した。平成22年度は，具体的な
マナー指導を実施するために，それに向けたツールとし
て学園マナーブック「Nakamura�Style」冊子の作成，初
年次教育用パワーポイントの企画・作成，教員に向けた
授業中の注意事項の整理と周知のための依頼文の作成，
学内掲示物の企画などを行った。平成23年度からは，一
貫してこれらのツールを用いて学園マナーのスタンダー
ドの周知徹底を図るために学生指導を実施した。また，
毎年，前学期の最後に，マナー指導の効果，定着度，問
題点を確認するため，本学部３学科の学生全員に「学園
マナーに関するアンケート」を実施した。このようにマ
ナー指導に関する PDCA サイクル体制を構築し，常に活

動の評価判定をすることとした。これらの結果を考慮し
て，次年度のマナー指導の改善項目として取り組むほか，
朝礼や学内研修会等で報告を行った。

①� 学園マナーブック作成の目的と項目
学園マナーブック「Nakamura�Style」（図－２・以下，

学園マナーブック）は，マナー指導を行うにあたり本学部
３学科間の「スタンダード」を設定することを目的として
作成された。一口に，マナー指導と言っても指導する立場
や考え方によって，その範囲や深さは異なることから，本
学のマナー指導における一定の基準を設け，教職員による
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図－１　コミュニティニーズとマナー指導における重点課題
注）Ａ：教員は服装や立ち食い，廊下等での挨拶についてマナーがない，
学生はどこの学生よりも真面目に授業に取り組んでいると評価しているの
に対し，Ｂ：アンケート調査による客観的な証拠として，授業中の他の学
生の私語・携帯・遅刻や授業中の歩行者の廊下や歩道でのマナー，エレベー
ターの利用マナーについてマナーが「悪い」と評価された。このような
ギャップから優先的に取り組む課題として「授業中のマナー改善」が抽出
された。

学園マナーの評価とフィードバック

表－２	 	アセスメント結果に基づいたマナー委員会の役割と
取り組みの方向性

表－３　平成22年度から平成27年度のマナー委員会の取り組み

図－２　学園マナーブックの表紙
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指導内容の差異を解消することは，学生が良いマナーを習
得し，実践するうえで必要である。そこで，学生生活満足
度調査等で指摘された項目やこれまでのマナー指導の取り
組みから，３学科に共通し指導が必要である部分を学園マ
ナーブックの項目として設定した。

表－４に学園マナーブック「Nakamura�Style」（平成
27年度版）の項目について示した。現在の学園マナー
ブックは，平成25年度より全学展開をするにあたり，SNS
利用に関する項目を追加し改訂された。

②� マナー指導ツールの使用
マナー指導のツールには，学園マナーブック，オリエ

ンテーションならびに初年次教育用パワーポイント，クー
ルビズのリーフレットがある。

学園マナーブックは，入学式に他の資料と一緒に配付
を行い，初年次教育や必修授業，校外実習やインターン
シップの事前研修で使用する。パワーポイント「学園マ
ナー Power�point」は，学園マナーブックに記載の内容
をより理解・実践するために，学生生活アンケートの結
果を基にマナーの必要性と，どう実践すべきかを説明す
る内容である。これらは，CD 化して各学科に配付して
おり，初年次教育や在学生オリエンテーションでの使用
を推奨している。

クールビズのリーフレット「『Manner�Book�Nakamura�
Style』～短期大学部学園マナー～」は，５月から始まる
全学的なクールビズスタイル期間のマナー指導に用いて
いる。内容は，①服装（私服マナーとスーツマナー），②
メイクとヘアスタイル，③靴，アクセサリーと小物の身
だしなみについて，その詳細を説明したものである。学
園マナーブックやマナー指導ツール等に記載している内
容は，どれも当たり前のことであるが，その時々の学生
の状況等に合わせて内容を変更していく必要がある。ま
た配付するだけでなく，普段の授業等で地道に声をかけ
指導を行うことが最も重要である。

表－５に本学部３学科のマナー指導の実施状況を示し
た。この３つのツールを利用し，各学科の方針に沿い必

修授業等でマナー指導が行われている。

２．学生の学園マナーの実態

マナー委員会では，本学部３学科における初年次教育
およびキャリア教育を通じたマナー指導の評価を行うた
めに，毎年，「学園マナーについてのアンケート」を実施
し，分析結果から次年度の重点課題を決定し活動を行っ
てきた。本研究では，平成23年から平成27年の調査結果
を用い５年間のマナー指導の成果について示す。

【方法】
調査は本学部３学科１・２年生を対象として，平成23

年から平成27年の毎年７月末に実施した。アンケート調
査は集合法を用い，各学科のマナー委員が実施した。ア
ンケート調査は無記名とし，本学の学生マナーについて
の学生の意見ならびに実践度等を把握することを目的と
し，マナーブックの項目に基づいて作成した。アンケー
ト調査内容を付録に示す。アンケート調査項目の学生の
学園マナーの実践度は，平成22年度学生満足度調査を参
考に作成した。

各項目の解析には，PASW�Statistics18を用いた。マ
ナー改善度は３段階，学園マナー必要度，満足度，実践
度は５段階評価とし各年度の対象者の平均値を算出した。
各年度の差の検定には，分散分析（ANOVA）を用い有意
水準５％未満を有意差ありとした。

【結果】
表－６に解析対象者数を示す。平成23年から平成27年

にかけて毎年約1,000名，回収率97.8％，延べ5,184名の
推移について解析した。

図－３に「学園マナー改善度と学生の学園マナーにつ
いての認識の変化」を示した。「本学学生の学園マナーに

表－４	 	学園マナーブック「Nakamura	Style」（平成27年度
版）の項目

表－５　本学部３学科でのマナー指導の実施状況

表－６	 	学生マナーアンケートの解析対象者数（平成23年〜
平成27年）

278



4 手　嶋　康　則・森　脇　千　夏・藤　島　淑　恵・松　隈　美　紀

指導内容の差異を解消することは，学生が良いマナーを習
得し，実践するうえで必要である。そこで，学生生活満足
度調査等で指摘された項目やこれまでのマナー指導の取り
組みから，３学科に共通し指導が必要である部分を学園マ
ナーブックの項目として設定した。

表－４に学園マナーブック「Nakamura�Style」（平成
27年度版）の項目について示した。現在の学園マナー
ブックは，平成25年度より全学展開をするにあたり，SNS
利用に関する項目を追加し改訂された。

②� マナー指導ツールの使用
マナー指導のツールには，学園マナーブック，オリエ

ンテーションならびに初年次教育用パワーポイント，クー
ルビズのリーフレットがある。

学園マナーブックは，入学式に他の資料と一緒に配付
を行い，初年次教育や必修授業，校外実習やインターン
シップの事前研修で使用する。パワーポイント「学園マ
ナー Power�point」は，学園マナーブックに記載の内容
をより理解・実践するために，学生生活アンケートの結
果を基にマナーの必要性と，どう実践すべきかを説明す
る内容である。これらは，CD 化して各学科に配付して
おり，初年次教育や在学生オリエンテーションでの使用
を推奨している。

クールビズのリーフレット「『Manner�Book�Nakamura�
Style』～短期大学部学園マナー～」は，５月から始まる
全学的なクールビズスタイル期間のマナー指導に用いて
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園マナーブックやマナー指導ツール等に記載している内
容は，どれも当たり前のことであるが，その時々の学生
の状況等に合わせて内容を変更していく必要がある。ま
た配付するだけでなく，普段の授業等で地道に声をかけ
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修授業等でマナー指導が行われている。
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マナー委員会では，本学部３学科における初年次教育
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てきた。本研究では，平成23年から平成27年の調査結果
を用い５年間のマナー指導の成果について示す。

【方法】
調査は本学部３学科１・２年生を対象として，平成23

年から平成27年の毎年７月末に実施した。アンケート調
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水準５％未満を有意差ありとした。

【結果】
表－６に解析対象者数を示す。平成23年から平成27年

にかけて毎年約1,000名，回収率97.8％，延べ5,184名の
推移について解析した。

図－３に「学園マナー改善度と学生の学園マナーにつ
いての認識の変化」を示した。「本学学生の学園マナーに

表－４	 	学園マナーブック「Nakamura	Style」（平成27年度
版）の項目

表－５　本学部３学科でのマナー指導の実施状況

表－６	 	学生マナーアンケートの解析対象者数（平成23年〜
平成27年）
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ついてどう思いますか」の設問に対し，「良い」「普通」
「悪い」の３段階で回答してもらった。平成23年には「良
い」と回答した学生が36％であったのに対し平成27年に
は44％と高くなり，「普通」と回答した学生が62％から
53％に減少した。これらの学生の学園マナーに関する認
識の変化を検討するために，マナーが「良い」３点，「普
通」２点，「悪い」１点とし，各年度の平均値を改善度と
した。平成23年の2.34をベースラインとすると，平成24
年，平成25年では有意に低下したが，平成27年には2.42
と有意に高値を示し，学生の学園マナーに関する認識が
好転していることが示唆された。

図－４に「学園マナーの必要度と学園マナーが必要で
ある割合の変化」について示した。
「中村学園の学生として Nakamura�Style（学園マナー

ブック）は必要であると思いますか」の設問に対し，「非
常に必要である」「必要である」「どちらでもない」「必要
でない」「まったく必要でない」の５段階で回答しても
らった。平成23年には「非常に必要である」14％，「必
要である」62％であったが，年々「非常に必要ある」が
増加傾向にあり，平成27年には20％となった。「非常に
必要である」「必要である」と回答する学生は，平成23
年には76％，平成27年には78％であった。また学生の
学園マナーの必要性について検討するために，「非常に必
要である」５点，「必要である」４点，「どちらでもない」
３点，「必要でない」２点，「まったく必要でない」１点
とし各年度の平均値を必要度とした。平成23年には3.87
であったが平成27年には有意でないものの3.95と高くな
る傾向にあった。学園マナーの必要性は，マナー指導実
施初年度から約８割の学生が必要であると認識しており，
年々微増傾向であった。

図－５に「学園マナー指導に対する満足度とその割合

の変化」について示した。「Nakamura�Style を用いたマ
ナー指導についてどう思いますか」の設問に対し，「非常
に満足している」，「満足している」，「どちらでもない」，

「あまり満足していない」，「満足していない」の５段階で
回答してもらった。平成23年には「非常に満足している」
が9.6％，「満足している」52.6％であった。平成27年に
は，「非常に満足している」12.6％，「満足している」
54.4％であり上昇傾向にあった。また学園マナー指導に
対する満足度を評価するために「非常に満足している」
５点，「満足している」４点，「どちらでもない」３点，

「あまり満足していない」２点，「満足していない」１点
とし各年度の平均値を満足度とした。平成23年には満足
度3.68であり，平成27年には有意ではないが3.76と上昇
傾向がみられた。このことからマナー委員会および各学
科における様々なマナー指導が学生に受け入れられてい
ることが示唆された。

図－６に「学園マナーの改善を望む人数と各改善要望
項目の変化」について示した。各学園マナー項目の中か
ら，「学生マナーがもっと良くなればいいと思う」項目に
ついて回答してもらった。学園マナーの改善を望む人数
は，年度ごとの回答者数にばらつきがあるものの平成27
年にかけて減少した。平成23年に「改善してほしい」と
回答された項目は，「授業・ゼミ中の私語」で45％，「エ
レベーターの利用マナー」15％，「食育館の利用マナー」
７％，「廊下・歩道でのマナー」６％であった。５年間の
推移では，「授業・ゼミ中の私語」は37％と改善傾向に
はあるが，依然もっとも高値であり，「エレベーター利用
マナー」は平成23年に比し上昇し，「食育館利用マナー」

「廊下・歩道でのマナー」は微増であった。
図－７に「各学園マナーの実践度の変化」について示

した。学園マナーブックに記載されている項目の個々の

図－３　学園マナー改善度と学生の学園マナーについての	
認識の変化

注）� �学生マナー改善度：マナーが「良い」３点，「普通」２点，「悪い」
１点とし各年度の平均値を算出した

� � �学生マナーについての認識割合：マナーが「良い」「普通」「悪い」
と回答した各年度の割合を示した

� � ＊ P<0.05�vs�平成23年

図－４　学園マナーの必要度と学園マナーが必要である	
割合の変化

注）� �学生マナー必要度：「非常に必要である」５点，「必要である」４点，
「どちらでもない」３点，「必要でない」２点，「まったく必要でな
い」１点とした場合の各年度の平均値

� � �学園マナーが必要である割合：「非常に必要である」「必要である」
「どちらでもない」「必要でない」「まったく必要でない」の回答割合
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実践度について，「できている」「まあまあできている」
「どちらでもない」「あまりできていない」「できていな
い」の５段階で回答してもらった。各項目について，「で
きている」５点，「まあまあできている」４点，「どちら
でもない」３点，「あまりできていない」２点，「できて
いない」１点とし各年度の平均点を実践度とした。学生
の実践度が比較的高い項目として「学内におけるファッ
ション」や「化粧・アクセサリー」「スーツ登校マナー」
などの身だしなみの項目が挙げられ，ほとんどの学生が
できていると回答した。ところが，「学内での外来者や教
職員への挨拶」がどの項目より実践度が低く，「講義や教
室でのマナー」「講義開始終了時の挨拶」「廊下を広がっ
て歩かない」「エレベーターの利用マナー」などの実践度
に差がみられた。これらの５年間の変化では，「講義や教
室でのマナー」「講義開始終了時の挨拶」については有意
に実践度が高くなった。これらは平成24年に一端低下傾
向を示し，大学・短期大学部共通「Nakamura�Style」学
園マナーブック（学生委員会）発行・配付による学園マ

ナーの全学展開に至った平成25年より有意に改善がみら
れた。特に有意な実践度の改善がみられた「講義や教室
でのマナー」「講義開始・終了時の挨拶」について図－７
a と図－７b に示した。学生自身の実践度は「どちらと
もいえない」から，「非常にできている」「まあまあでき
ている」の方向へ変化していることが示唆された。さら
に継続的にアンケートを実施することによって，「できて
いる」と回答する学生を増加させることを目標としてい
くとともに，各項目の実践度向上に向けて取り組んでい
く必要がある。

３�．考察とまとめ：�
今後の学園マナー指導の方向性

学園祖中村ハルが理想として掲げた「人間教育重視」
の中に，建学の精神（清節・感恩・労作）の人間形成を
基盤とした「形は心の現れである」がある。それを踏ま
えた女子教育の一環としての「しつけ」があり，「しつけ
の中村」と言わしめた時代があったが，時代の流れとと
もに本学学生においても学園生活におけるマナーや社会
におけるマナーおよび社会的行動の欠如が課題となって
きた。

学園マナーアンケート調査の結果より，マナー指導開
始から５年間の取り組みによって，学園マナーは改善し
ていることが示唆された。さらに約８割の学生が学園マ
ナーを「必要である」と回答し，学園マナー指導に約７
割の学生が「満足である」と回答した。また，学園マナー
を改善するために，改善して欲しい項目について回答を
得たところ，①「授業・ゼミ中の私語」が最も高く，
②「エレベーターの利用」，③「食育館の利用のマナー」，
④「廊下・歩道でのマナー」が挙げられた。学生自身の
マナーにおける実践度からみても個人の行動変容レベル
での「学内のファッション」「化粧・アクセサリー」「スー
ツ登校マナー」の実践度は高いものの，他者の行動や環

図－５　学園マナー指導に対する満足度とその割合の変化
注）� �指導に対する満足度：「非常に満足している」５点「満足している」

４点「どちらでもない」３点，「あまり満足していない」２点，「満
足していない」１点とした場合の各年度の平均値

� � �学園マナー指導満足に関する割合：「非常に必要である」「必要であ
る」「どちらでもない」「必要でない」「まったく必要でない」の回答
割合

図－６　学園マナーの改善を望む人数と各改善要望項目の変化
注）�学生マナー改善を望む人数：改善してほしい項目を回答した人数
� � 改善要望項目：もっと改善したほしい項目についての回答割合

図－７　各学園マナーの実践度の変化
注）� �実践度：「できている」５点，「まあまあできている」４点，「どちら

でもない」３点，「あまりできていない」２点，「できていない」１
点とした場合の各年度の平均値

� � ＃ <0.05�vs�平成23年，＊ <0.05�vs�平成24年，$<0.05�vs�平成25年
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境が影響する項目については実践度が高くなりにくい傾
向が見出された。

これらの調査結果からマナー委員会では，非常勤講師
を含む教職員へ授業開始終了時の挨拶や授業中のマナー
指導における指導方針についての資料を作成し，本学部
学生への共通した指導の徹底を依頼した。これらの取り
組みによって平成25年より講義開始終了時の挨拶，講義
や教室でのマナーが有意に改善してきたと思われる。こ
のことからも，今後の学園マナー改善のためには教職員
の統一的取り組みが重要であることが示唆された。また，
有意ではないが「学内での食べ歩きマナー」については，
実践度が高くなる傾向にあった。これは，学友自治会な
どの学生活動において昼休み中に「食べ歩き」や「食育
館利用」などについての啓発活動が実施されていること
によるものとも考えられる。

さらに優先的課題として取り上げてきた授業中のマ
ナーである「講義や教室でのマナー」「講義開始・終了時
の挨拶」については，学生の実践度が改善している結果
となった。調査結果から学生の学園マナーの必要性や指

導への満足度も高いため，今後も同様に学園マナー指導
を徹底していくことが重要であると思われた。このこと
からマナー指導の時期は，入学時のオリエンテーション
や初年次教育で全学一斉に取り組むとともに，各授業担
当者が授業中のマナーについて学生に周知することが重
要である。その回数は，入学時や校外実習，就職指導等
の機会に学園マナーブックやパワーポイントを用いての
指導を徹底するとともに，毎回の授業において注意を呼
びかけるなどの取り組みが必要である。

前述のように個人レベルでの実践度としては，「授業中
のマナー」も改善傾向にあるが，依然，学生が改善を要
望する項目については「授業・ゼミ中の私語」が37％と
最も高かった。学生一人一人の意識が向上することによ
り改善される可能性もあるが，他者・友人の私語を指摘
できずに，授業に集中できない状況は学習環境の整備と
して教員が取り組むべき課題である。このような視点か
らも学生，教職員が協働してマナー改善に取り組む必要
がある。しかし，現在，大学・短期大学部ともに学園マ
ナーブックは入学時に配付され必携とされてはいるが，
教職員間の具体的指導には大きな差異があるように思わ
れる。マナー指導の実践において，学生，教員，職員の
共通した見解が必要であることが示唆された。

最後に今後の学園マナー指導の方向性として，マナー
委員会，各学科，授業担当者のそれぞれの取り組みを強
化するとともに，学園マナーブックに基づいた統一した
指導に取り組む必要がある。マナー委員会においては，
今後もアンケート等により学生のマナーの状況について
把握し，マナー指導に関する PDCA サイクルによる活動
の評価判定を継続することが重要である。
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